
 
 
 

 

去
る
九
月
二
十
五

日
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
受
賞
者
ワ
ン
ガ

リ
・
マ
ー
タ
イ
さ
ん

が
亡
く
な
っ
た
。
彼

女
は
故
郷
ケ
ニ
ア
の 

開
発
で
木
が
切
ら
れ
た
時
反 

対
運
動
を
し
、
そ
れ
を
ア
フ 

リ
カ
全
土
の
植
林
と
、
人
々 

を
貧
困
か
ら
救
う
活
動
に
発 

展
さ
せ
た
。
彼
女
の
子
供
の 

頃
は
緑
が
一
杯
、
水
遊
び
が 

で
き
た
川
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。 

ア
フ
リ
カ
の
土
地
は
一
度
木 

を
切
っ
て
し
ま
う
と
、
保
水 

力
は
失
わ
れ
、
灼
熱
の
太
陽 

が
土
地
を
焼
き
不
毛
に
し
て 

し
ま
う
。 

 

し
か
し
、
翻
っ
て
み
る
と
、 

葵
の
利
用
者
世
代
が
子
供
の 

頃
、
東
京
は
も
っ
と
暮
ら
し
易

か
っ
た
。
そ
れ
が
開
発
で
高
層

ビ
ル
が
林
立
し
海
風
を
阻
止
。

そ
の
上
に
、
車
が
排
気
ガ
ス

を
、
エ
ア
コ
ン
が
熱
風
を
排
出

し
た
の
で
は
、
ア
フ
リ
カ
の
砂

漠
化
と
同
じ
事
が
‐
勿
論
ア

フ
リ
カ
の
砂
漠
化
は
開
発
の

み
が
原
因
で
は
な
い
が
‐
東

京
に
起
き
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。 

 

マ
ー
タ
イ
さ
ん
が
受
賞
し

た
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
創
設

者
ア
ル
フ
レ
ッ
ド･

ノ
ー
ベ
ル

は
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
発
明
者

で
「
死
の
商
人
」
と
も
呼
ば
れ

た
近
代
武
器
の
開
発
者
で
も

あ
る
。
皮
肉
な
こ
と
に
今
そ
の

ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
が
世
界
中
で
開

発
を
促
進
し
、
更
に
は
殺
傷 

力
の
高
い
武
器
に
使
わ
れ
て

い
る
。 

マ
ー
タ
イ
さ
ん
は
日
本
で

「
勿
体
無
い
」
と
い
う
言
葉
を

知
り
、そ
れ
を
リ
デ
ュ
ー
ス（
削

減
）
、
リ
ユ
ー
ス
（
再
利
用
）
、

リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
利
用
）
、

リ
ス
ペ
ク
ト
（
尊
敬
＝
自
然
に

対
す
る
畏
敬
や
愛
）
と
い
う
概

念
を
一
言
で
表
す
言
葉
と
し

て
世
界
に
広
め
た
。
我
々
利
用

者
世
代
は
子
供
の
頃
、
何
か
に

つ
け
「
勿
体
無
い
事
を
す
る

な
」
「
物
を
粗
末
に
す
る
と
バ

チ
が
あ
た
る
！
」
と
言
わ
れ
て

育
っ
た
と
思
う
。
今
の
ポ
イ
捨

て
や
使
い
捨
て
文
化
を
先
祖

は
ど
う
思
う
だ
ろ
う
。
大
量
生

産･

大
量
消
費
経
済
の
初
め
の

頃
、
そ
の
風
潮
に
疑
問
を
呈 

か
ね
や
す
…
「
本
郷
も
か

ね
や
す
ま
で
は
江
戸
の
内
」

の
川
柳
で
知
ら
れ
る
店
だ
。

江
戸
市
中
と
市
外
の
境
界
と

言
わ
れ
た
場
所
だ
。
も
と
は

京
都
で
代
々
天
皇
の
御
典
医

を
務
め
て
い
た
が
、
江
戸
開

府
の
時
家
康
に
請
わ
れ
て
江

戸
に
出
て
来
た
。
口
中
医
師

（
歯
医
者
）
兼
安
裕
悦
の
時

「
乳
香
散
」
と
言
う
歯
磨
き
粉

を
売
り
出
し
た
と
こ
ろ
、
こ

れ
が
売
れ
に
売
れ
て
一
躍
有

名
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
芝

の
兼
安
と
元
祖
争
い
に
な
っ

た
が
、
町
奉
行
の
「
芝
は
漢

字
本
郷
は
仮
名
に
せ
よ
」
と

の
粋
な
判
決
が
下
っ
て
か
ね

や
す
に
な
っ
た
と
い
う
。
も

と
も
と
本
郷
の
店
は
、
芝
の

分
か
れ
（
分
家
）
だ
と
言
わ

れ
て
い
る
。
芝
の
店
は
赤
穂

浪
士
の
堀
部
安
兵
衛
が
書
い

た
看
板
を
掲
げ
て
い
た
。「
か

ね
や
す
ゆ
う
け
ん
」
と
書
か 

岩
井
佐
吉
商
店
…
東
京

で
数
少
な
い
結
納
品
の
店
、

一
三
〇
年
。 

い
わ
し
や
三
松
…
医
療
機

器
全
般
を
扱
う
、
一
三
〇
年
。 

江
知
勝
…
御
存
じ
牛
鍋
の

店
、
一
四
〇
年
。 

吉
川
弘
文
館
…
出
版
社
、

言
海
、
国
史
大
辞
典
な
ど
で

有
名
、
一
六
四
年
。 

明
月
堂
…
パ
ン
屋
、
一
二

〇
年
。 

医
学
書
院
…
医
学
雑
誌
、

「
簡
易
医
学
叢
書
」
「
今
日
の

治
療
指
針
」
一
三
六
年
。 

高
島
堂
薬
局
…
一
四
二

年
、
等
が
有
る
。 

（
次
回
は
小
石
川
周
辺
） 

           
 
 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
後
家
光
の
乳
母
と
な

り
、
弟
を
将
軍
継
子
と
せ
ん

と
す
る
二
代
秀
忠
に
対
し
、

大
御
所
家
康
に
直
訴
す
る

「
春
日
局
の
抜
け
参
り
」
を

し
、
家
光
を
将
軍
に
し
た
。

こ
の
為
大
奥
に
絶
対
的
な
権

力
を
確
立
し
「
お
局
様
」
と

言
わ
れ
た
。
屋
敷
は
北
の
丸

田
安
門
内
に
あ
り
、
大
名
並

み
の
広
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。

 

こ
の
寺
は
寛
永
元
年
（
一

六
二
四
）
、
隠
居
所
と
し
て

創
建
さ
れ
た
も
の
で
、
周
囲

を
か
ら
た
ち
の
垣
根
で
覆
っ

た
こ
と
か
ら
「
か
ら
た
ち
寺
」

と
も
呼
ば
れ
た
。
寺
に
は
「
絹

本
着
色
十
六
羅
漢
像
」
「
麟

祥
院
文
書
、
春
日
局
書
簡
二

巻
」
「
春
日
局
像
（
狩
野
探

幽
筆
）
」
な
ど
貴
重
な
文
化

財
が
あ
る
。
奥
の
春
日
局
の

墓
は
、
無
縫
塔
（
卵
塔
）
で
、

死
後
も
政
道
を
正
す
四
方
に

穴
が
有
る
。 

最
後
に
本
郷
の
老
舗
を
。 

 

 

 

れ
た
看
板
が
泉
岳
寺
に
保
存

さ
れ
て
い
る
。
双
方
元
祖
と
し

て
異
議
な
し
と
今
に
伝
わ
る

か
ね
や
す
裁
判
で
あ
る
。
現
在

本
郷
三
丁
目
の
交
差
点
で
洋

品
店
を
営
む
「
か
ね
や
す
」
が

そ
の
店
で
、
江
戸
時
代
に
は
本

郷
通
り
の
東
側
に
あ
っ
て
土

蔵
蔵
造
り
で
あ
っ
た
。
明
治
三

七
年
（
一
九
〇
四
）
に
電
車
が

開
通
す
る
の
に
伴
い
、
今
の
場

所
に
移
っ
た
。 

弥
生
式
土
器
…
旧
加
賀
藩

の
大
規
模
な
屋
敷
跡
は
建
築

工
事
な
ど
で
発
掘
調
査
さ
れ
、

構
内
は
弥
生
式
土
器
発
見
の

地
で
も
あ
る
。
工
学
部
の
弥
生

門
近
く
に
発
掘
ゆ
か
り
の
地

の
碑
（
弥
生
町
二
丁
目
遺
構
）

が
立
っ
て
い
る
。
も
う
一
つ
言

問
い
通
り
に
も
弥
生
式
土
器

名
称
の
説
明
板
が
あ
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
本
郷
弥
生
町
で

最
初
に
発
掘
さ
れ
た
土
器
な

の
で
弥
生
式
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。 麟

祥
院
と
春
日
局
…
三
代

将
軍
家
光
の
乳
母
、
春
日
局
の

菩
提
寺
。
麟
祥
院
は
春
日
局
の

法
名
。
春
日
局
は
明
智
光
秀
の

家
臣
、
斉
藤
利
三
の
娘
だ
。
稲

葉
正
成
に
嫁
い
だ
。 

食物の幸（シリーズ） キッチン担当 （？？） 

＜昆布＞ 

鍋物のおいしい季節となりました。欠かすことが 
出来ない昆布。ミネラル、食物繊維たっぷりで海 
の野菜とも言われています。 
ダシ用のマコンブは、牛乳の約６倍のカルシウム。 
ゆで大豆の２倍の鉄分が含まれています。食物繊 
維はアレルギン酸、フコダインが含まれていて体 
内の水分を吸収して膨らみ腸の中で増え、排便が 
促され満腹になります。血糖値を抑え、脂肪、糖 
質を体外に出し、コレストロールも下げると言わ 
れています。 
鍋の昆布は捨てずに細切りにして、鰹節、醤油、 
味噌、酒で佃煮にするといいと思います。 
 
※空き瓶の中に、昆布を細かく切ってひたしておく
と、使い勝手が良いですよ。 

◆
編
集
委
員
会
よ
り 

お
願
い
で
す 

「
あ
お
い
通
信
」
は
、
皆

様
か
ら
の
原
稿
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
担
当
飯
島
迄
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。 

     
 

 
 

 
 

 
 

 

    
                     

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 

 

あおい  通信 第 78 号 

第７８号 平成２３年１１月１日 
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デイサービス葵・編集委員会 
練馬区東大泉３－１７－５ 

カトウビル３Ｆ 
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東 

京 

江 

戸 

散 

歩 

そ
の
三
十
六 

 

本
郷
周
辺 

⑦ 

写真・文 七海邦夫 

世評・時評 

し
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
が
経
済

を
活
性
化
す
る
も
の
と
言
わ

れ
た
。
確
か
に
豊
か
で
便
利

な
生
活
は
快
適
で
、
特
に
年

長
者
に
と
っ
て
は
有
難
い
。

し
か
し
、
子
孫
に
豊
か
さ
を

残
す
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。 

マ
ー
タ
イ
さ
ん
の
言
う
よ

う
に
自
然
へ
の
畏
敬
を
忘
れ

ず
、
限
り
あ
る
資
源
を
有
効

に
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
。
（
や
ぶ
に
ら
み
） 

歯磨き粉を売っていた「かねやす」も今は洋品屋に… 



 

 

今
回
は
、（
壱
）「
東
海
道

中
膝
栗
毛
」
を
書
い
て
み
ま

し
た
。
い
つ
の
世
も
同
じ
な

の
で
し
ょ
う
、
世
の
中
が
平

和
に
な
り
、
暮
ら
し
に
余
裕

も
出
て
き
た
江
戸
時
代
に
入

っ
て
か
ら
は
、
庶
民
も
旅
を

楽
し
む
事
が
出
来
る
様
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ

に
は
菩
提
寺
が
発
行
し
た
通

行
手
形
が
必
須
で
あ
っ
て
、

信
仰
目
的
の
旅
行
は
幕
府
も

大
目
に
見
た
の
で
○
○
講
と

い
う
形
（
例
え
ば
「
富
士
講
」）

で
、
西
国
三
十
三
所
巡
り
や
、

四
国
八
十
八
箇
所
巡
り
な
ど

盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。「
東

海
道
中
膝
栗
毛
」
が
ヒ
ッ
ト

し
て
か
ら
は
物
見
遊
山
の
旅

に
出
る
人
も
増
え
ま
し
た
。

一
番
の
人
気
コ
ー
ス
は
な
ん 

      山
口 

光
子
（
木
、
日
） 

手
芸
が
好
き
で
い
ろ
い
ろ

や
っ
て
い
ま
し
た
。
木
目
込

み
人
形
は
特
に
好
き
で
、
雛

人
形
な
ど
を
作
り
ま
し
た
。

今
は
ち
ょ
っ
と
流
行
ら
な
い

の
で
は
？
生
け
花
も
や
り
ま

し
た
。 

      古
藤 

静
枝
（
木
、
土
） 

自
由
に
外
を
歩
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。「
旅
の
仲
間
」

が
、
私
が
元
気
に
な
る
の
を

待
っ
て
い
ま
す
。
葵
で
は
、

今
ま
で
は
あ
ま
り
や
っ
た
こ

と
が
な
か
っ
た
ビ
ー
ズ
な
ど

に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。 

      田
村 

瑞
子
（
水
、
木
） 

手
芸
が
好
き
で
す
。
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
を
や
っ
て
い
て
、

ベ
ッ
ド
カ
バ
ー
な
ど
大
物
も

作
り
ま
し
た
。
花
の
世
話
も

好
き
で
今
も
、
庭
に
出
て
楽

し
ん
で
い
ま
す
。 

  

一
万
～
一
万
五
千
円
）、
二
〇

日
間
の
道
中
だ
と
八
〇
〇
〇

～
一
万
二
千
文
（
約
三
両
前

後
、
現
在
で
二
十
～
三
十
万

円
）
の
出
費
で
あ
っ
て
、
一

般
の
町
人
の
年
収
が
二
〇
～

三
〇
両
位
だ
か
ら
、
か
な
り

の
出
費
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 
 
 
 

（
次
回
に
続
く
） 

     ９
月
度
行
事
の
結
果 

歩
く
会 

 

１
５
日
（
木
）
世
田
谷
区

立
「
次
太
夫
堀
公
園
」
１

４
名
の
参
加
。 

カ
ラ
オ
ケ
会 

 

１
６
日
（
金
）「
バ
ン
バ
ン
」

に
て
１
４
名
の
参
加
。 

役
員
会 

１
８
日
（
日
）
葵
フ
ロ
ア

に
て
。 

 

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 
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橋
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廣
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五
十
嵐 

喜
一 

と
い
っ
て
も
「
弥
次
さ
ん
喜

多
さ
ん
」
で
お
馴
染
み
の
お

伊
勢
参
り
で
、
年
間
総
数
が

数
百
万
人
に
達
す
る
程
の
集

団
参
詣
が
行
わ
れ
た
と
も
あ

る
様
で
す
。
讃
岐
の
金
毘
羅

宮
、
安
芸
の
厳
島
神
社
、
信

濃
の
善
光
寺
、
な
ど
の
人
気

が
高
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

（
弐
）「
東
海
道
中
膝
栗
毛

外
伝
？
」
膝
栗
毛
で
弥
次
さ

ん
喜
多
さ
ん
二
人
が
最
初
に

泊
ま
っ
た
の
は
戸
塚
宿
で
、

二
日
目
は
戸
塚
宿
か
ら
小
田

原
ま
で
約
四
〇
㎞
、
三
日
目

は
箱
根
ま
で
約
三
〇
㎞
強
を

歩
い
て
い
ま
す
。
平
均
す
る

と
１
日
約
三
十
三
㎞
で
、
か

な
り
の
健
脚
で
す
ね
。
費
用

は
２
食
付
の
旅
籠
で
一
泊
二

〇
〇
文
（
現
在
で
約
五
〇
〇

〇
円
）、
そ
れ
に
昼
食
代
や
、

わ
ら
じ
銭
な
ど
を
加
え
る
と

一
日
に
か
か
る
お
金
が
四
〇

〇
～
六
〇
〇
文
（
現
在
で
約 

愛
さ
も
倍
増
で
す
。 

幸
い
娘
夫
妻
の
住
ま
い
は

我
が
家
か
ら
歩
い
て
十
五
分

程
度
の
「
ス
ー
プ
が
冷
め
て

し
ま
う
」
距
離
で
す
。
近
く

に
い
る
の
で
孫
の
成
長
を
詳

細
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

女
房
は
何
か
に
つ
け
て
理
由

を
見
つ
け
一
週
間
に
五
日
は

会
い
に
行
っ
て
い
ま
す
。
熱

が
出
た
と
言
っ
て
心
配
し
、

食
欲
が
な
い
時
は
好
き
な
魚

を
煮
付
け
に
し
て
持
っ
て
行

き
、
着
せ
た
ら
可
愛
い
と
子

供
服
を
何
種
類
も
買
い
込
ん

で
い
ま
す
。 

生
ま
れ
た
当
初
は
笑
っ
た
、

寝
返
り
を
打
っ
た
、
ハ
イ
ハ

イ
を
し
た
そ
の
こ
と
だ
け
で

話
題
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の 

  

私
は
、
今
年
で
六
十
八
歳

で
す
。
二
歳
に
な
る
孫
が
一

人
い
ま
す
。
一
般
的
に
は
こ

の
年
で
は
二
～
三
人
の
孫
が

い
る
の
が
普
通
で
し
ょ
う
。

 

二
年
前
嫁
に
行
っ
た
娘
が

女
子
を
産
み
ま
し
た
。
所
謂

外
孫
で
す
。
常
日
頃
か
ら
孫

は
文
句
な
し
に
可
愛
い
と
聞

い
て
い
ま
し
た
が
、
今
孫
を

持
っ
て
そ
れ
を
実
感
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
は
生

ま
れ
る
前
か
ら
男
の
子
か
女

の
子
か
解
る
の
で
予
想
す
る

楽
し
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。
初

孫
は
女
の
子
で
し
た
か
ら
可 

利
用
者
さ
ん
の 

紹
介
コ
ー
ナ
ー 

自
画
像 

て
、
も
っ
と
楽
し
く
な
れ
ば

と
勝
手
に
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

ド
ラ
イ
バ
ー 

 
 
 
 
 

五
十
嵐 

喜
一 

      

葵
に
お
世
話
に
な
り
、
早

や
半
年
以
上
を
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
先
輩
ド
ラ
イ

バ
ー
の
指
導
の
も
と
励
ん
で

お
り
ま
す
。
私
の
唯
一
の
楽

し
み
は
月
一
回
程
度
の
中
距

離
の
ド
ラ
イ
ブ
。
友
達
と
先

週
は
房
総
半
島
半
周
へ
、
来

月
は
日
光
方
面
の
予
定
で
す
。 

              

♪この～木なんの木♪… 

当然＜葵の木＞ですよね！？ 

  

  
 

 

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 

 

昨
年(

平
成
二
十
一
年)

十
二
月
の
誕
生
日
に
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
葵
で
バ
ー
ス

デ
イ
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
さ
や
え
ん
ど
う
の
種
と

小
鉢
を
頂
き
ま
し
た
。 

丁
度
、
寒
い
時
期
で
し

た
の
で
、
今
年
二
月
の
末

頃
に
種
を
二
日
間
水
に
漬

け
て
か
ら
、
鉢
に
埋
め
ま

し
た
。
数
日
後
芽
が
出
た

か
な
と
覗
い
て
み
た
ら
、 

初 

孫 

片
岡 

龍
雄 

雑 

学 

 
 
 
 
 

絹
田 

治
夫 

 
 

う
ち
歩
き
出
す
と
今
度
は
怪

我
を
し
な
い
か
と
余
計
な
心

配
が
増
え
て
き
ま
す
。
自
分

が
子
供
を
育
て
て
い
る
時
は

そ
の
様
な
記
憶
は
残
っ
て
い

ま
せ
ん
。
つ
い
こ
の
間
、
二

歳
の
誕
生
日
を
お
祝
い
し
ま

し
た
が
、
歩
き
方
、
喋
る
内

容
、
考
え
て
い
る
こ
と
は
、

ま
だ
ま
だ
赤
ん
坊
だ
と
思
っ

て
い
た
大
人
の
思
い
と
は
異

な
り
、
も
う
子
供
の
そ
れ
で

す
。
そ
れ
に
し
て
も
色
ん
な

こ
と
で
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
豊
か
に
し
て
く

れ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。 

 

こ
の
様
に
家
族
や
そ
の
周

辺
を
明
る
く
豊
か
に
し
て
く

れ
る
孫
が
、
二
～
三
人
増
え 

 

日
向 

博 
（
木
） 

絵
描
き
に
な
り
た
い
と
思

っ
た
の
は
高
校
２
年
生
の
こ

と
。
親
友
の
Ｎ
君
の
父
親
は

プ
ロ
の
絵
描
き
で
、
東
京
で

活
躍
し
て
い
ま
し
た
。
Ｎ
君

と
は
非
常
に
仲
良
く
何
を
す

る
に
も
一
緒
で
し
た
。
私
の

実
家
の
材
木
を
切
り
出
し
て

ス
キ
ー
板
に
し
て
遊
び
ま
し

た
。
も
う
五
十
年
も
前
の
こ

と
で
す
。 

      清
水 

昭
之
助
（
金
） 

高
校
の
三
年
間
「
速
記
ク

ラ
ブ
」
で
し
た
。
日
々
鍛
錬

を
重
ね
、
一
分
間
に
四
二
〇

文
字
ま
で
書
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
を
日
本
語

に
す
る
に
は
一
五
分
か
か
り

ま
す
け
ど
。
全
国
大
会
に
も

で
た
ん
で
す
よ
。 

      高
柳 

幸
江
（
金
） 

何
に
で
も
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
葵
で
は
パ
ソ
コ
ン
、

絵
手
紙
、
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
葵
の

食
事
は
本
当
に
お
い
し
く
て

あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

  

葵
友
の
会 

広
報
コ
ー
ナ
ー 

 

１
０
月
度
行
事
の
結
果 

カ
ラ
オ
ケ
会 

 

２
１
日
（
金
）「
バ
ン
バ
ン
」 

に
て
１
１
名
の
参
加
。 

ハ
ワ
イ
旅
行 

 

１
日
（
土
）
～
６
日
（
木
）、 

 

１
４
名
（
ス
タ
ッ
フ
３
名
）

の
参
加
で
、
葵
友
の
会
初

の
試
み
「
海
外
旅
行
」
が

無
事
終
了
し
ま
し
た
。 

 
 

「
事
件
」
は
色
々
有
り

ま
し
た
が
、
良
い
思
い
出

が
た
く
さ
ん
出
来
ま
し
た
。 

 


